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研究成果の概要（和文）：文理融合の学際・教養関連の教育課程に在籍する学生の学習ポートフォリオを分析可
能なデータベースとして整備した。これをテキストマイニング分析することで、学生の成長メカニズムを可視化
した。これにより、学生当人の成績評価や、教員の授業改善だけに役立つといった従来の学習ポートフォリオ観
から、教育プログラム評価にも利用できる新しい学習ポートフォリオ観への発展を目指した。

研究成果の概要（英文）：We organized a database for learning portfolio of students enrolled in the 
interdisciplinary / liberal arts curriculum. We visualized the growth mechanism of students by 
analyzing this by text maining analysis. As a result, we aimed to develop into a new learning 
portfolio view that can be used for evaluation of educational programs from the viewpoint of 
traditional learning portfolio, which is used only for evaluating grades of students and improving 
teacher's lessons.
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１．研究開始当初の背景 
 
 ポートフォリオを活用した評価(ポートフ
ォリオ評価)は、そもそもロンドン大学教育研
究所のシャーリー・クラークによって 1980
年代に開発されたものである(Clarke2011, 
田中 2012)。政策的に言えば，2008(平成 20)
年 12月 24日に中央教育審議会により上梓さ
れた『学士課程教育の構築に向けて(答申)』
において、「成績評価」の「具体的に改善す
る試み」における「大学に期待する取り組み」
において「学生が、自らの学習成果の達成状
況について整理・点検するとともに、これを
大学が活用し、多面的に評価する仕組み(いわ
ゆる学習ポートフォリオ)の導入と活用を検
討する」(中央教育審議会 2008)とされてから
はや 5 年の歳月が経過している。各大学にお
いては、仮に 2009 年度から実施した場合、
学生個々人の成績評価に活用される一方で、
1 学生あたり 4 年間の「学習ポートフォリオ」
の蓄積がなされるなど、このデータを計量的
に利活用する素地が醸成されてきた状況で
ある。 
 九州大学の学際的文理融合プログラムで
ある、21 世紀プログラムでは、これまで学生
による学習ポートフォリオについて長年の
蓄積(表 1)があったが、専ら対面での履修指
導や学生自身の省察に利用するに留まって
おり、こうした文章データの分析までは至っ
ていなかった。その利活用と教育プログラム
評価の必要性があり、蓄積された文章データ
をテキストマイニングによって分析すると
いう着想に至った。 
 
表 1 学習ポートフォリオの構成 

名 称 対象・頻度 文字数 
志望理由書 新入生 1500 
活動歴報告書 新入生 - 
修学動向調査票 新入生 500 
研究計画書 全学年・半期毎 500 
研究報告書 全学年・半期毎 500 
中間発表要旨 2 年生 1000 
卒業研究概要 4 年生 2000 
成績通知書 全学年・半期毎 - 
 
 本研究で分析対象とする 21 世紀プログラ
ムとは、そもそも「専門性の高いゼネラリス
ト」を目指し、学内の全学部で開講されてい
る科目の中から、学生自身が自由に科目を選
択し組み合わせて履修し、自身で卒業論文の
指導教官を九州大学全学から探し出して卒
業研究を行う学際的文理融合プログラムで
ある。こうしたプログラムが誕生した背景に
は、複雑化する現代科学のニーズに対応する
ため、学際的研究のゴールである「専門分野
の知見を統合し、より包括的な理解に至る」
人材が求められている状況がある。その一方
で、そうした学際研究に至る学修を実現する
教育プログラムも必要とされており、21 世紀
プログラムはそのような学修をいち早く実

現した先鞭として有名であり、その後、同様
の教育目標を持って各大学で複数新設され
た文理融合の学際・教養関連の教育課程にお
ける嚆矢であった。こうした学際的教育プロ
グラムが近年複数構想される一方で、それが
従来の学問体系に基づく履修体系とは異な
るが故に、大学教育の質保証を議論された際
に分野ごとに作成された教育課程編成上の
「参照基準」に基づく教育プログラムの評価
が不可能という難点を原理的に抱える。学際
的な学修行動における学生の成長メカニズ
ムは個別性が高く全体を解明するのは難し
いのがその理由である。 
 
２．研究の目的 
 
 以上のような背景から、本研究では学際的
プログラムにおける 4年間の学生の成長メカ
ニズムを学習ポートフォリオのテキストマ
イニング分析によって学生各人の成長メカ
ニズムを計量的に可視化することを目的と
する。具体的には次の３点にまとめられる。 
 
(1) 学習ポートフォリオとして蓄積された学

部 4 年間の修学に関する文章データをテ
キストマイニングで分析できるか、検証
する。 
 

(2) GPA や修得単位数など量的指標のみで
はわからなかった学生の成長の分岐点を、
面接などの質的な分析でなく、計量的な
方法で明らかにする。 

 
(3) 学生当人の成績評価や、教員の授業改善

だけに役立つと行った従来の学習ポート
フォリオ観から、教育プログラム評価に
も利用できる新しい学習ポートフォリオ
観へ発展させる。 

 
３．研究の方法 
 
(1) 紙媒体で保管されている学習ポートフォ

リオの文字情報を電子データに起こし、
これを格納したデータベースを作成する。
使用するデータの範囲は 4 学年の学部 4
年間を通じたものとする。データベース
に含める情報には、学習ポートフォリオ
の文字情報だけでなく、量的データとし
て入学時の TOEFL 得点、卒業までの学
期毎の GPA と修得単位数、留学先と留学
期間、履修学部数も集計して加える。 
 

(2) テキストマイニングの成否を左右する、
形態素解析する際の専門用語の規定など
分析対象に応じた詳細な辞書作成を行い、
頻度分布などの単純集計を行う。 

 
(3) 上で得られたテキストマイニング結果を、

GPA などの別の量的変数データと接合
することを試み、学生の属性ごとの頻度



分布などのクロス集計を行い、さらに多
重対応分析などの多変量解析を実施する
ことで、多変量の関係から学生の成長メ
カニズムを可視化する。 

 
４．研究成果 
 
 本研究のために構築されたデータベース
は 113 行 130 列からなり、全文字数は 67 万
文字となった。 
 このデータにテキストマイニングを用い
てカテゴリカルデータを生成し、それを連続
変数と併せて分析することで学生の成長を
可視化する試みを行った。使用したソフトウ
ェアは、(株)NTT データ数理システムの
TextMining Studio である。カテゴリーの作
成にあたっては、固有名詞のみ抽出を行なっ
た。また、21世紀プログラムは、九州大学内
の各学部の講義を自由に聴講できるため、総
単位数に占める各学部の割合から、履修類型
として、以下の３パターンを設定して分析に
あたった。 
・専門型：特定の１学部における取得割合が

70%以上を占める者 
・複合型：特定の１学部の取得単位が５割強

程度の者 
・ジェネラリスト型：取得単位のうち、５割

を超える特定学部を持たない者 
 

 

 
図 1 履修種別ごとの志望理由書（上）・卒論概

要（下）における固有名詞の出現数 

 
 履修種別ごとに志望理由書と卒業論文概
要で見られた固有名詞の出現数を図1に示し
た。入学当初その語彙数に変化が見られなか

ったものの、卒業論文概要では、特に、ジェ
ネラリスト型の固有名詞が多いことが分か
る。 
 次に、図 2では、入学当初に志望理由書で
どういう語彙を用いていた学生が、卒業時ま
でにどういう履修パターンやGPA等を取得し
たのかを分析したものである。第１軸は、留
学の有無を示し、第２軸は、入学時の TOEFL
成績の高低を示している。この中で注目すべ
きは、ジェネラリスト型の学生が、国際・社
会・文化・地域といった抽象度の高い語彙を、
入試時に用いていることである。 
 

 

図 2 志望理由書で見られた語彙と量的変数と

の多重対応分析結果 

 
 図示したデータ以外のデータから、ジェネ
ラリスト型の学生の中には、高年次になって
も、履修学部数が増え続けている学生が少数
ながら混在しており、そういった学生の中に
は、入学時から曖昧な志望動機に始まり、最
後まで興味関心を求め右往左往している様
子も伺えた。 
 毎学期に収集している研究計画書・報告書
からもテキストマイニングにより、学生の興
味関心の変遷を抽出しようと試みたが、こち
らの意図するカテゴリーは収集できなかっ
た。これは 1.記入欄が限られる上に手書であ
るため、一文書の文字数が相対的に少ない 2.
記入量を少なくするために固有名詞の使用
を避ける傾向がある 3. 日常的な報告や計画
の占める割合が一定量ある、という要因によ
ると考えられる。ラーニング・ポートフォリ
オをテキストマイニングする際には、適切な
文章を書かせることが最も肝心であるが、教
育目的を損ねることなく、分析の可用性が高
い学習ポートフォリオを実現することが求
められる。 
 さらに、研究計画書・報告書の文字数と学
業成績を比較した図３からは、成績が中位以
上で、文字数と成績の相関が見られなくなる
ことがわかる。合同チュートリアル（学年集
会）での口頭説明による実態と記入量が反映
していないことも含めると、上記 1.の要因は



学業成績に反映される学生の資質よりも、研
究報告書・計画書の書式、記入方法、提出方
法を含めた学習ポートフォリオのシステム
の寄与が大きいと考えられる。 
 

 

図 3 研究報告書・計画書に記入された文字数

と学業成績（GPA）との相関 

 
 文理融合の学際・教養関連の教育課程では、
個々の学生の状況把握と、全体の中での位置
付けを知ることが欠かせない。また、このよ
うな教育プログラムを評価する際には、学生
の成長メカニズムの可視化も欠かせない。本
研究のテキストマイニングによる分析は、ま
だまだ探索的な段階ではあるが、学生の成長
メカニズムを計量的に分析するための課題
は見えてきたと言える。 
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